
“地域限定特区・特例通訳案内士
の現状・課題を踏まえて”

現制度・各ステークホルダーへ
提言

通訳案内士（英語）
根岸 正



（1）特区・特例通訳案内士認定制度概略
認定内容

• 語学要件：TOEIC730点以上/観光英検1級/英検２

級以上（⇒英検準1級）を目指す＝補強講

座： ※英検2級:語学強化講座受講・習熟

度テスト必須

研修内容（全18日：約100時間）

• 知識：限定地域（益田市・津和野町・吉賀町）地理・

歴史・一般常識＋旅程管理＋救急救命研修

• 実技：3対象地域主要箇所観光ガイド実習

認定後⇒通訳案内士（全国版）を目指して更に

“レベルアップ動機付け”



1
オリエンテーション （2時間）

ガイドスキル研修 4時間
2 語学研修① 6時間
3 語学研修② 6時間
4 語学研修③ 6時間
5 ホスピタリティ研修 5時間

6
歴史・文化・観光研修① 5時間
産業研修① 1時間
観光研修① 2時間

7 地理・自然研修 6時間
8 ※語学強化講座 6時間
9 ※語学強化講座 6時間
10 ※語学強化講座 6時間

科

目



11
地理・自然研修② 3時間

救急救命研修① 3時間

12

歴史・文化研修② 2時間

産業研修② 1時間

観光研修② 2時間

13

歴史・文化研修③ 2時間

産業研修③ 1時間

観光研修③ 2時間

14 旅程管理研修① 6時間

15
旅程管理研修② 2時間

救急救命研修② 2時間

16 実地研修① ６時間

17 実地研修② 6時間

18 実地研修③ 6時間

科

目



（2）（既存）地域限定通訳案内士状況
東京から日帰り圏内：栃木県・静岡県等

就業の機会が少ない

東京から日帰り県外：北海道・沖縄等

就業の機会がある程度あり

⇒地域限定通訳案内士の（＋）

・顧客の交通費・宿泊費負担の軽減

・地域に特化した案内が可能

⇒地域限定通訳案内士の（－）

・日本全体の案内知識の不足がち

・活動範囲の境界・近隣エリアを跨ぐことが不可。



（3）Ａ特区通訳案内士現況
• Ａ特区通訳案内士:

希少客訪問地（3地区中2地区知名度が低い）

活動範囲の限定

• 平成25年度受講者数（認定者数）：

英語：13名（4名）韓国語：２名（２名）：認定33％

・平成26年度受講者数（認定者数）：

英語：12名（10名）中国語：２名（２名）：認定86％

（＊平成25年度受講所定時間不足のため非認定者再受講）

・認定組織団体:観光協会と連携⇒近隣県米軍関連者対象

ツアー企画⇒約30名参加⇒Ｘ地区散策＋地

元伝統芸能鑑賞＋神社仏閣庭園等訪問

・既登録者：補強のため任意で平成27年度研修受講可



（4）Ｂ特例通訳案内士現況
• Ｂ特区通訳案内士

希少客訪問地（3地区中2地区知名度が低い）

活動範囲の限定

• 平成25年度受講者数（認定者数）
57名受講→44名認定（英語13＋韓国語：認定率：77％）

・平成26年度受講者数（認定者数）

45名受講→40名認定（英語39＋韓国語2＋中国語：認定

率：88％）

・約２０名ML/フェイスブックで相互情報交換→自主研修で

観光地訪問（認定言語でのガイド練習）放射線勉強会；第

一原発見学（民間人見学ほぼ始めて）

・被災地案内数回あり



研修・認定業務を通してのコメント

質の向上：

受講者の語学力・知識にばらつき

座学＜模擬ガイド（ガイデイング＋接遇＋斡旋）

認定：スタートライン→語学力・知識の強化

認定後研修による強化

活用：

該当地域への訪日観光客の誘致：コラボレーショ

ン（認定団体＋地方自治体＋通訳案内士＋観光

関連業者）



特区・特例通訳案内士の
育成の目的・意義

【目的】地域密着型通訳案内士の輩出

・地域からの海外への発信

・様々な現場での訪日観光客のコミュニケーター
（通訳・翻訳→橋渡し・アドバイス・情報提供等）

【意義】地域の良さの発見・再認識

・シニアの旺盛な学習欲

・リタイア組の社会貢献・活性

・若年層の地域への愛着醸成

・国際感覚の醸成



（5）特区・特例通訳案内士利害関係者

特区・
特例

通訳案内士

認定

団体

旅行

会社

顧客

地方

自治体

通訳

案内士
団体



（6）認定団体への提言

• 認定（目的→手段）後、資格活用方法（手段→目的）を
通訳案内士と定期的に意見・アイディア交換促進

• 認定後、計画的スキルアップ研修開催（有償可）

• 観光関連業者のマッチング会設定⇒就業の機会創出

（訪日観光客に関わる翻訳・通訳・観光案内等）

• ガイドグループ結成サポート⇒最新観光情報定期的各
種ウエブサイト/SNS掲載・発信⇒通訳案内士スキルアッ
プ＋通訳案内士サービス周知徹底⇒就業の機会拡大

• 告知情報作成：有償⇒就業の機会拡大

• 圏内中高学校：特別授業（日本文化発信）⇒地域の魅

力・観光資源を外国語で紹介⇒中高生の郷土愛醸成・

発信型コミュニケーション能力育成⇒観光ガイド輩出



（7）地方自治体への提言

• ホーム頁（観光案内：訪日観光客が見出しやす
い掲載）・観光案内所などで通訳案内士サービ
スの周知

• 小・中・高学校で語学の補助員として活用

＝地元で外国語で観光案内体験

• 観光案内所職員に採用（常勤/パート等）

• 登録済み通訳案内士の活性化＝実務研修を開
催⇒sleeping holderを目覚めさせる（例：Ｈ・Ｓ等）



（8） JATA・旅行会社への提言
• 地域密着型ツアー・ FIT型お手軽ツアー更なる促進

• ＪATA：5年前試行・地域密着ＦＩＴ料金賛同通訳案内士活用
⇒海外・国内ＡＧＴ設定FIT型ツアー（1-4名）の復活・周知

（例：一日8時間16,000円、半日4時間8,000円、時間単位の活用）

• 旅行会社：自社登録通訳案内士の計画的研修（OJT含）⇒
他人任せ解消

• 旅行会社手配のツアーのボランティアガイド＝通訳案内士
のサポート役

・サブガイド制導入⇒OJT機会提供（マンネリ化ガイドへ警鐘）

• 修学旅行市内学習⇒語学・他科目の勉強の励み。

• 教科書会社ホーム頁掲載⇒小中学生徒ヒアリング

• 適正価格見積励行→旅行品質の確保・維持

• 旅行品質管理⇒現場への関心高める⇒“ガイド任せ”解消



（9）特区・特例通訳案内士への提言

• 特区・特例通訳案内士認定

＝通訳案内士（全国版）へステップアップ

＝語学力の向上

＝ガイデイング能力の向上

＝地域→全国視野へ（知識・能力等）



（10）通訳案内士団体への提言
・観光通訳ガイド：有償・無償に関わらず活動目的同じ

＝訪日観光客の旅行案内・民間外交官→・補完する仲
間・協調

・誤解の払拭：“案内士もどき・無資格者・言語的能力担保無・研修
もしていない素人”は間違った考え

・特区特例通訳案内士強み＝特定限定地区情報豊富→Off-beaten
ルート案内
・特区特例通訳案内士の弱み＝Macro視点欠如（点）
・通訳案内士（全国）の強み：・Macro視点案内可能（点→線→面）
＝鳥瞰図的案内＝・縦横無尽行動可能＝・普遍的知識背景案内
・通訳案内士（全国）の弱み
＝地域密着案内不得意・虫眼鏡的案内不得意
・同じ目的を共有する仲間意識で各種研修をサポート
・サポートを通して通訳案内士（全国）の能力の違い訴求⇒受験へ
の動機づけ



（11）各種観光通訳ガイド相互協調

共通目的：訪日観光客のご案内
• 明確な区分・名称による役割分担

• 区分によるユーザーの理解→的確な選択

• 特区・特例通訳案内士の更なる高みを目指す動
機づけ（通訳案内士への挑戦）・相互補完の推
進（イタリアのような同行案内義務付け：顧客へ
のガイド料金負担軽減工夫）

• 各種ガイド研修サポート（企画・運営・講師派遣・
カリキュラム等へアドバイス等）

• 会員対象研修参加への門戸開放



（付録）

特区・特例通訳案内士の資格を
活かす！！

通訳案内士の資格があればこんな
仕事もできるかも？！



（1）観光地パンフレットやサインボード作成サポート

・各観光地 日本人向け案内≠訪日観光客向多言

語パンフレット・掲示物（訴求点の違い）不十分

・日本での統一サインボード要

・翻訳業務（ゴミ箱選別表示・ドア開閉・メニュー）

通訳案内士の意見・アドバイスが役立つ



（2）店舗の語学サポートスタッフ

中国人来訪店⇒日本の買物マナーをご理解頂く

⇒楽しい買物

・通訳案内士の語学力

・ホスピタリティー

・幅広い知識

豪州ゴールドコスト

シドニー



（3）予備校・塾講師での英語講師

語学＋∝(日本地理・歴史・一般常識）

⇒語学オンリーでない資質

ガイドより日本事象紹介⇒海外文化塾rep



（4）小学生英語補助教員

語学＋∝(日本地理・歴史・一般常識）⇒

生徒に語学を介して勉強の動機づけ

⇒詰め込み型⇒発信型教育

通訳案内士ならではの、教授法



（５）異文化交流

大学留学生へ日本文化セミナー座学＋実地研修
文化センター：日本文化を語る
コーディネート：海外機関のレップ機能
企業内海外駐在員家族研修
非居住者対象文化講座



（６）温泉地・地域限定のコンシュルジュ

訪日観光客を積極的に受け入れ

マイナス要因(言葉の障壁・生活様式の違い等）払拭

個所毎 向う三軒両隣 温泉地区

通訳案内士



（７）医療観光関連

観光 Ｘ 温泉体験 Ｘ 医療通訳

Ｘ Ｘ

健康診断、高度手術、美容成形



（8）ガイディング関連教育・訓練
①経済特区通訳案内士（M経済特区）

②地区文化施設ボランティガイド研修（k区・K市・k
県）

③地方自治体訪日観光客誘致支援等講義（K県）・
教育・訓練、教材・マニュアル作成サポ－ト



（9）通訳案内士Ｘ他の資格
通訳案内士Ｘ職業経歴

通訳案内士X司会業（NM）
通訳案内士Xコンピュター技能（AT）
通訳案内士X旅行業（MN）



質疑応答


